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３月に入り令和５年度も残すところあとわずかになりました。この時期の学校でよ

く見かけるのが、「卒業式まであと〇日」という掲示です。本校でも、３年生の教室 

で発見しました。「卒業まであと７週間」から始まっているカウントダウンカレンダー。

毎週自分たちを鼓舞するかのようなメッセージも添えられており、残り少ない中学校

生活を大切にしようという思いが伝わってきます。 

さて、まもなく迎える卒業式を前に、その意味を考えてみたいと思います。卒業の

「卒」には「終える」という意味、「業」には「やるべきこと」という意味があります。

つまり、「卒業」には、「やるべきことを成し遂げた」という意味が込められており、

３年生に手渡す卒業証書には「中学校の全課程を修了したことを証する」と書かれて

います。高校卒業までは小中学校時代の延長と感じている人も多いかもしれませんが、小学校から九年間続

いた義務教育の終了は、人生の一つの節目です。これからは、自分の意志で選択した道へ進んでいることの

意味を深く受け止めていかなければなりません。自分の裁量で決められることが増えるかもしれませんが、

「自らの選択の結果」に対しては、自らに責任があります。３年生の皆さんには、中学校卒業の意味、卒業

証書の重みに思いを馳せながら、卒業までの日々を過ごしてほしいと思います。 

これまで、３月から４月の期間に大きく成長する生徒たちをたくさん見てきました。急に身体が大きくな

るわけでも、急に学力が伸びるわけでもありません。成長させた要因は何でしょうか。それは、その人の心

構えや気持ちの変化ではないかと思います。意識の持ち方一つで行動は大きく変わります。 

１・２年生にとっても、修了式を目前に控えた学年末は、進級に向けた心構えを作る大切な節目の時期で

す。これまで自分が積み重ねてきた学びや仲間と築き上げた絆など、かけがえのない経験に自信と誇りを持

ち、４月から始まる新しい生活に向けた心構えを育ててほしいと思います。 

いよいよ今年度予定している行事も、卒業証書授与式と修了式を残すのみとなりました。保護者の皆様に

は、これまで本校の教育活動にご理解いただき、多方面でご協力いただきましたこと、心より感謝申し上げ

ます。４月から生徒たちは遠野中学校に通うことになりますが、今後も、変わらぬご支援・ご協力をよろし

くお願いいたします。 

 

＜卒業式に向けて＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 過日ご案内したとおり、３月２２日（金）に、「遠野地区四校合同校旗返納式」を執り行います。多数の参加者が見込まれる

ことから、参加される場合は、入遠野小学校に車をお停めいただくか、徒歩や乗り合わせでの来場をお願いいたします。併せて、

お席をご準備できない可能性があることをご承知おきください。 

時間：14時00分～14時30分   場所：入遠野中学校体育館   ※ スリッパをご準備ください。 

〇 〇 ま で あ と … 
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２月２６日（月）に、同窓会長様をお迎えし、同窓会

入会式を行いました。同窓会長様からのごあいさつの中

では、失敗を恐れず、失敗からも学ぶ、失敗をステップ

アップに繋げる勇気を持って、何事もチャレンジしてほし

いという力強いメッセージをいただきました。最後に代表

生徒が、「入遠野中学校の卒業生として母校の名を汚さぬよう、精一杯努力していきます」と、誓いのことばを述べました。 

 ３年生のみなさん、歴史と伝統ある、いわき市立入遠野中学校同窓会への入会、おめでとうございます。 
 

 

 

 

２月１５日（木）に、市保健福祉部地域包括ケア推進

課から講師の方をお招きし、人権教室「VR認知症講

座」を行いました。VR（バーチャル・リアリティ）とは、ヘッド

セットやヘッドフォンなど専用の機器を装着することで、仮

想空間を現実であるかのように疑似体験できる仕組みのこ

とです。講座では、認知症の種類や中核症状、行動・心

理症状について説明していただいた後、認知症の３つの

症状を疑似体験しました。体験中は、高いビルの屋上から飛び降りることを促され、高さが認

識できない恐怖を味わいオロオロしたり、本来ないはずのものが見える幻視に、のけぞったり、

驚いて声をあげたりする姿も……。講話の中で強調されていたのが、認知症の方に対して、

「無意識な決めつけや思い込みはいけない」ということと、「傾聴と共感を心がけて接すること

が大事である」ということです。講座後には、「他人事が自分事になった」、「単に優しく接する

だけでなく、相手の症状に寄り添った言葉かけをしていきたい」といった感想が見られ、ＶＲを

通して体感したことで、初めて理解できたことがたくさんあったようでした。 
 

 

 

 

３学期は、１年間のまとめの時期であるとともに、次の年度への準備

期間です。３月に入り、生徒会や専門委員会の活動は、１・２年生主

体で進められていますが、先だって、２月１３日（火）には、令和６年度

前期生徒会役員選挙の立会演説会を行いました。今回も定数通りの

立候補者数であったため、投票は行わず、各候補者による演説のみ

の実施です。新役員は、４月から遠野中学校の前期生徒会役員とし

て、上遠野中学校で選出された役員と共に、活動することになります。 

 

 
 

【教育目標】  

■進んで学び創造力のある生徒 

■心豊かで思いやりのある生徒 

■心身共にたくましい生徒   
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同窓会入会式 

 

人権教室 ～ＶＲ認知症講座～ 

令和６年度 遠野中学校 前期生徒会役員選挙 

＜令和６年度前期生徒会執行部＞ 
 

生徒会長 小澤 奏風 

生徒会副会長 永山 維俐 

生徒会書記 太田 知花 

生徒会会計 神内 優花 
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